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戰
狻
わ
が
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民
生
活
0
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動
過
程

中
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IM

戦
後
、
':
こ
と
•に
そ
.の
當
初
に
為
け
.る
わ
が
勞
働
者
階
級
の
急
速
な
組
織
化
と
活
撥
な
鬪
爭
態
度
と
は
、
：.彼
等
の
主
體
的
'坐
^

、革
命
的H:

進
展
し
：っ
っ
.あ
る
も
0
の
/ょ
う
な
：印
象
を
興
え
.た
。
そ
の
後
ァ
メ
リ
ヵ
の
對
日
援
助
計
畫
成
立
、
九
原
則
の
强
行
等
に
も
と
•づ 

■く
情
勢
の
變
.化
は
、
勞
働
組
合
侧
に
い
打
ゆ
ぶ
民
主
§

盥
办
活
動
を
坐
み
な
が
ら
.も
、
'そ
..

Q.

日
常
的
^
爭
.の
過
程
の
う
ち
に
漸
次
碧
！f 

依
然
た
各
わ
が
勞
働
者
隙
級
め
.停
滞
胜
を
露
呈
す
る
；

J
と
と
.な
っ
た
。
.大
河
內
一
，男
敎
授
は
こ
の
原
因
を
わ
が
國
に
お
け
る
階
級
分
解
.

Q

 

ゆ
が
み
に
求
め
' 

.
蕩

力

I

生
產
：が
同
.一

職
I

會
內
部
で
塵
せ

で
あ
る
點
を
指
摘
さ
れ
各
0

こ
.の
農
村
の
.
主
地
關
係
と
胃
全
に
は
切
斷
.さ
：れ
.ぬ
.流
動
的
勞
.働
カ
が
、
し
.か
も
近
代
的
賃
勞
働
と
し
て
資
本 

と
結
び
_っ
く
>

き
、
雨
者
.の
_

害
|

は
現
實
的
に
も

意
識
的
に
も
i

的
に
は
對
立
ず
名
ご
と
な
く
。
同
時
に
能
庫
主
義
的
な
職
能
偷 

理
を
も
含
め
化
勞
働
者
意
識
の
生
長
も
象
た
妳
げ
ら
れ
る
こ
.と
と
.な
る
0

か
く
.
て
勞
働
市
場
の
.
不
完
全
、：
N

C
の
.緣
故
募
集
的
性
格
や
親
分
，

子
分
’的
養
成
過
程
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
わ
が
國
勞
働
者
の
封
建
性
と
小
南
民
性
と
を
坐
む
に
茧
る
と
い
う
の
で
@
る
。
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で
:4

こ
の
よ
う
な
進
步
幻
袋
小
路
，に
お
.
ち
こ
.
ん
.で
い
る
わ
が
勞'養
.者
階
級
に
は
、
殊
に
國
民
經
濟
の
半
植
民
地
的
狀
態
へ
の
轉
落
を
、危

 

懼
さ
れ
つ0

社
る
令
拉
S

そ
0

停
滯
性
を
脫
却
す
る
何
等
の.傾
向
、
ル
：至
可
能
性
す
ら
も.認
め
も
'れ
な
い
の
で
あ
る
か
。
最
近
、
農
村
に
，

 

お
け
レ
失
業
潜
往
化
办.傾
向
も
略
<

飽
和
狀
態
に
到
達
：し
、
都
沛
に
滞
留
す
る
失
業
及
，び
：半
决
業
潑
の
增
大
は

§

保
障
制
度
屯
殊
に
坐. 

活
保
護
的
部
分1

問
題
化
し
つ
つ
：あ
る
■。
し

が

し- ^

れ
だ
け
で
は
唯
都
市
の
窮
泛
階
級
を
划
長
す
る
の
み
で
、

眞
に
.近
代
的
な
ブ
ロ
レ
タ
 

リ
ア
.丨
ト
を
形
成
す
：る
可
能
性
ど
は
な
り
得
か
い
.';
0

.勞
働
カ
の
坐
長
、
そ
：の
爲
の
.闘#

及
.び
組
.織
化
す
ら
も
う
け
い
：れ
，つ
つ
、
之
を
自
己

 

の
手
中
に
確
保
し
よ5

と
す
备
资
本
の
態
度
は
？
：植
民
地
帝
國
的
袅
費
本
の
蓄
積
を
背
景
ど
じ
て
始
め
て
現
實
化

す
る
。

こ
の
よ
う

な
利 

澗
愉
大
.の
過
程
に
お
けK

參
働
者
め
生
活
水
準.向
上
に
よ
づ
.て
安
.免
ら
.れ
ぬ
場
令̂

る
匕
と
&-

き
停
滞
的
狀
態
に
止
全
る̂

の
で
あ
ろ
う
か0 

,

次
戰
膨
後
''
-
.51
£

.
に
之
と
は
疋
反
對
の
わ
が
國
民
大
衆6
革
命
的
生
長
が
問
題
と
さ
れ
ひ
づ
あ
つ
た
頃
、
筆
者
は
组
洁
環
境
の
急
激
な
變

 

化
が
^

卡
し
も
主
體
のIE
常
な
適
應
を®
^

:
す
る
.̂

の〉

で
な
.い
こ
と
を
示.す
爲
に
、.
.一.蓮
の
：坐
物
萆
的
法
則
を
こ
の
分
野
に
導
入
し
た
。

 

61
1

ち

震

急

腹

：
^

お
:'
&

り
始
め
.
て
‘
ゐ

た

琎

論

坐

物

學

的

興

味

の

」

，
榛

心

：
と

し

て

の

，
坐

態

攀

0

領
域
に
お

對
ず
名
環
議
化
の.諸
効
果
.を
顧
う
た
め
に
用̂.
ら
れ
た
履
歷
現
象
の
概
念
が
卽
ち'*
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の

後

.

の
資
料
計
析
の
.結
 

某

、

こ

の

现

象

の

現

わ

れ

方

に

，
，

つ
て

.
、'.
坐
活
の
.瑗
境
變
化
に
對
す
る
適
應
が
新
じ
い
週
期
運
動
の
型
-
を
再
構
成
し
：つ
つ
あ
る
か
否
'か
を

豫
測
.で
•

童

が

略

為

明

し

茂

だ

槪
念
を
用
い
た
諸
坐
澈
_

!+
.の
：分

析

は

、

」

顧

.か

め

形.に
お
.け
る
大
衆
生
活
の
質
的
轉
換
が
目
下
進
行
中
.で
あ
る
こ
.>
を

か

な

，々

明

瞭

に 

乐
し
て
ゐ
名
-'

°
:

勿
論
そ
れ
が
發
働
者
^

#
と
し
て
：望

ま

し

い

生

長

&

漸
進
的
經
過
を
意
味
す
る
：̂

の
で
あ
る
か
否
か
は
、
班
に
一
步
進
ん
：
 

^

と
と
ろ
^

お
い
.て
解
袂
さ
れ
な
け
队
ば
散
ら
な
い
^

之
は
叉
敗
戰
當
初
0

荒
廢
.と
ィ
ン
フ
レ
と
.の
唯
中
祀
與
ぇ
ら
れ
た
民
主
主
義
的
坐 

.

•
へ

.'
戰
後
わ
が 

生

V

 
敗
酿
過
稗 
V 

/〜

.
' 

. 

■ 

■ 
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四
：丸
西〕

.

:.

热
の
請
原
理
の
.ぅ
%'
忙
、
わ
が
國
大
衆
の
衆
衍
が
ど
こ
迄
そ
の
實
質
'に
^
い
て
祖
長
し
、
且
つ
そ
の
現
實
の
»:
は
如
何
な
名
も
：の
で
あ
.る
‘

t

f

i

m

p

l
。 

:
 

■

筆
者
は
こ
こ
に
敗
戰
以
來
今
H
に
至
名
坐
活
變
動
の
經
路
令
家
i

計
的
に
槪
舰
す
る
と
共
に
、
そ
の
結
集
.坐
れ
漱
名
べ
き
生
活
砰
構 

迪
化
の
內
容
、
M
に
は
咋
年
六
月
に
勃
發
し
た
朝
猶
.励
观
に
出
來
す
る
諸
變
化
が
之
に
如
何
な
る
影
響
を
與
ぇ
つ
づ
あ
各
か
を
考
察
し
た 

^

と
觀
ま
そ
の
結
果
は
未
だ
充
分
祀
具
體
的
な
解
釋
佑
麻
兑
答
と
と
ろ
迄
^
^

:̂
も
の
を
提
供
す
る
こ
>
と
は
な
り
得
る
で
あ
ろ
ぅ
。 
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<

1

$

>
為
お
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11
1
批
潘
氏
：「

戰
後
の
勞
働
带
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.

I
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.さ
て
、
：生
物
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
.現

象

が

：循

環

*

び

發

旣

に

.

.

. 

f

W
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ノ
 

. 
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• 

' 

•
.

#

の
機
會
咚
詳
論
し
た

0

、
兩
彌
程
，の
純
粹
な
分
離
は
勿
論
生
化
擧
の
汾
野
痄
迄

*

ら
*

け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
名
が
、
さ
し
あ
だ
り
わ 

:.

れ
わ
れ
に
必
要
な
の
は
、.

日
常
生
活

©

ざ
領

.

域
'

に
.

奉
け

3

南
.

者
め

.

相
異
な
る
作
用
傾
时
を
知
る
ヒ
と
で
あ
名
' °

前
者
は
環
潦
：を
自
己

0

愚 

-

程
の

1

窗
と
'1
>

て
と̂

^

れ
名

_

こ
:>

に
ょ

.

り
始
め
て
完
結
才

.

る̂
-

の
.

フ
い

.

い

か
- £

れ
.

ば
坐
活

.

の
.

環

境

へ

の

順

應

め

過

程

，
で

あ

る

0

之

.に

對 

し

ヤ

後

者

は

；
ご
：

.

の

過

程

に

：窮

極

的

に

：は

依

存

レ

|

ら

も

、
：：

4

應

翌

め

作

,
.の
、
.謝
ち
順
應
に
際
し
：て
坐
雜
の
個
他
.'
-
'
$
:
維
持
す
る
過
程
^
あ
モ
か
ぐ
て
前
者
は
生
：活
來
お
け
る
勞
働
办
の
：再
坐
產
.を

規

定

し

，、

後

者
 

:

始
そ
れ
忙
對
す
る
生
活
！！
造
.の
枠
組
を
規
定
.す
る
.も
の
と
な
る
ゎ
け
^
ぁ
る
。
:,
'

.•.
,
'

h 

.
こ
の
.ょ
ぅ
な
也
沽
の
遨
本
的
.»
造
を
前
提
と
す
れ
ぱ
、

.'
*

境
變
化
と
主
體
と
の
關
係
は
次
め
ょ
ぅ
.に
親
宛
す
^
と
.と
が
で
き
る
。
先
ず 

.主
體
の
坐
活
_
造
ヒ
何
等
の
變
更
を
加
克
る
亡
.と
な
>
^
て̂
：順
應
ん
:5
'
名
範
圍
：の
變
化
、
及
び
變
化
が
ど
の
範
圍
を
h
:ぇ
た
爲
に
鞲
造
の 

枠
を
組
み
直
さ
.ね
ば
順
應
の
不
可
能
な
場
合
、
：：そ
し
.て
後
者
の
'屬
限
把
お
い
て
主
體
は
順
]#
;
能
カ
を
失
づ
て
崩
壊
'す
る
0 
.卽
ち
環
境
と
生 

沾
構
造
と
が
等
質
的
：で
あ
名
、か
異
質
的
で
あ
冬
か
に
ょ
名
«
分
で
あ
り
、
,'
更
.：£
舞

の

：
各

：々

：
の

範

圍

內

で

の

變

化

.の

量

的

時

間

的

强

弱

が

谣

:

別
：さ
れ
る
？
こ
れ
ら
の
.各
々
に
.お
い
て
：當
然
そ
の
順
應
過
程
は
相
異
し
、

に
.あ
つ
て
は
允
が
だ
か
順
*
の
中
間
的
形
態
が
現

-
• • 

. 

.
一

.
' 

• 

• 

, 

•
 

.

.

*

■
>•
.

れ
る
程
度
で
.あ
る
'の
に
對
し
て
、
異
質
的
關
係
に
あ
つ
て
ほ
.#

く
最
初
の
.枠
が
.殘
存
し
て
そ
の
範
圍
内
で
の
順
應
が
試
み
ら
れ
た
後
、
.次

-
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■

■

■

■

■
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-

 

■
■
■
■
■
■
■
■
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;■ 

,

:
.第
.

£
興
の
搏
»

造
化
.
へ
'
と
向
，ぅ
結
果
、
抵
抗
的
な
履
歷
現
象
の
出
現
.す
る
こ
.と
と
な
る
，の
で
あ
.る
0

^

.保
有
し
.て
'い
名
場
合
、逢
を
强
く
啓
發
す
る
上
ぅ
な
等
質
的
瓒
境
變
化
に
：は
往
タ
ー
'時
的
教
過
：剩
適
應
の
親
象
が
見
ら
れ
る
と
共
に
、
：舞 

質
的
變
化
が
極
一
め
て
强
烈
な
場
合
、
座
活
.構
造
の
疑
似
的
崩
壤
に
ょ
：る
過
剩
逾
應
を
經
て
深
刻
な
抵
抗
現
象
：に
移
行
す
る
こ
と
も
充
分
考 

、
ぇ

ら

れ

ょ

ぅ
;0
か
く
て
履
僅
槪
念
を
廣
く
環
境
變
化
に
對
す
る
‘順
應
の
遽
.作
一
'般
を
含
む
も
0
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
等
質
的
關
係
の
中 

間
的
適
靡
と
過
剩
適
職
、
.及
び
異
質
的
關
係
の
抵
抗
と
竭
剩
適
»

+
抵
抗
の
四
類
型
妒
認
め
.ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
°
そ

し

..て

又

逆

に

と

の 

>

」

；
と
；
は

抵̂

殊
に
適
剩
適
應
を
伴
ぅ
柢
抗
の
履
歷
類
型
が
測
定
さ
れ
る
方
ら
ば
、
必
ず
や
異
質
的
環
境
變
動
広
由
各
坐
活
の
再
構
造
.化
. 

が
、
，し
_か
：も

相

當

深

刻

：に

進

展

し

：つ

.つ

.あ

る

と

判

斷.さ

れ

る.べ
，
き

論

據

と
'&
备
冬
の
で
あ
ろ
ぅ
/0
/
パ

^ ̂

. 

_
者
ら
は
か
.つ
て
.戰

後

：わ

が
&

の
家
訃
資
暫
：分
析
し
、
^
れ
が
急
激
溆
所
謂
減
少
：に
對
す
苓

.
'
:
: 

. 

>

ノ
.

.

■■
■
C
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ソ
，
.■二
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】 

し
：)

>
.
-
.
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t

し
て
解
身
#
苓
こ
と
.を
、
：I

愼
重
.な
！
^

の
結
果
立
.證
U
た
0
;坐
活
構
造
：と
«
鹰
に
關
す
る
^
 ̂

.

む
し

.

ろ
ご
：の
討
議 

b
.經
過
と
典
^f

長
;.
^
來
：つ

着

め

_圣
其
え
る
。
献
ち
.昭
和
3
:ー5

三
月
淼
田
傻
1
1芪
に
^
^

き
作
始
め
る
約
.
—
:
力
：年

以

前

。
：筆

者

ら

财

-̂
緊

急

家

訐
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茶
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中

夫

び

®

夺
平
均
の
が
.の
實
收
人
階
級
抓
各
家
|+
瑣
目
支
出
擴
張
線
が
、
：そ
.の
卞
方
^
為
い
て
傾
斜
減
少
點
を
持
っ
こ
と
を
見
出
し 

た
0,
そ
じ
で
之
と
實
次
突
過
不
延
.と
の
此
較
に
ょ
|)
,
、；
低
所
得
# ;
が
.そ
の
實
'收

人

，に

拘

ら

ず
.
1.定
の
家
計
支
出
の
組
合
せ
を
維
持
す
る
爲 

.に
い

.

わ

.ゆ

る徹

生

沿

を

行

ぅ

結

展

、

各

項

_

支

出

: ^

略

：
ー
定
.す

る
' 4
:

共
に
そ
の
割
合
も
正
：常
に
增
大
し
な
く
な
.る
と
い
.ぅ
解g

を
得
た
の
. 

で
あ
る
。

一：方
傾
斜
減
少
乃
至
水
平
點
以
.
.上
の
部
分
、で
は
1£
 ̂

:

之

は

二

.

一

一
年
下
半
期
に
高
低
所
得
者
の

實
收
支
週
不
足
が
逆
轉
す
る
と
共
に 

0 0
.
.M

'
,
減
少
點
.が
消
失
し
た
後
も
殘
存 

30
0

し
、
そ
，の
爲
本
來
各
項
目
中
最
大
な 

る
べ
き
飲
食
物
費
支
出
擴
張
線
の
緊 

00

急
度
を
一
時
o

に
迄
低
下
さ
せ
る
に 

20

至
る
。
こ
れ
は
明
瞭
に
高
所
得
者
の 

.
■
飲
食
物
费
支
出
が
相
對
的
に
過
剩
で 

00
0

ぁ
り
、
挺
っ
て
ま
た
先
の
エ
シ
ゲ
ル 

1

法
則
の
停
北
.乃
至
逆
轉
に
も
1

役
買 

.つ
て
い
^

と
と
を
了
解
さ
せ
る
。
し 

■...

か
し
や
が
て
ニ
三
年
へ
人
る
と
共
に 

円

傾

斜

も

：一：般
に
減
少
し
.、
緊
急
度
の 

.

.
序
列
も
1£
常
化
す
る
と
共
に
ヱ
ン
，ゲ

德 Wj
京都家評論嵛 

跟線 C〇點は

”

ル
法
則
も
漸
次
^

^
ず
る
紀
到
る
_が
：ハ
.域
に
$

ほ
高
所
得
者
の
^

{
物
費
爱
^

^
張

線

：
に

頭

打

ち

的

か

傾

_斜

減

少

點

を

見

岑

こ

と

と
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^
oこ
、
の
：
頭

打

ち

，
は

先

の

.：勞
作
灌
表
當
時
の
：賢
料
で
は
.未
龙
.樨
め
て
.微
部
で
あ
_つ
，
た

が

ノ

去

へ
東
京
都
家
計
調
莶
資
料
'

(

常
時
.全
國
的
资
料
は
.巾斷

；}

に
^
れ
ば
、
こ
れ
は
完
金
に
指
摘
で
き
を
。 

.

'
.
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-
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.
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:
-
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こ
の
現
象
は
黴
税
强
行
と
健
全
財
政
と
い
ぅ1

1三
’年
以
降
の
社
會
狀
勢
に
略
々
鄴
應
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
實
次
節
に
詳
述
す
る
ニ
五 

_

後
半
の
金
國
.資
料
^
ぉ
：.げ
苓
實
收
人
階
級
趴
# .
.項

0 ,
支
此
割
务
ザ
は
、
.
"
_
# |
:
.
:費
支
出
割
^ :
の
遞
鰊
^
最
も
咁
瞭
.に
對
應
す
る
も
の
'

.
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.
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•
.
.

は
租
税
公
課
の
遞
增
で
あ
る
'。
し
か
も
こ
の
頭
打
ち
點
に
お
I
る
支
出
額
に
相
當
す
る 

一.

H-
:』

：紙
»;
單
位
®'
り
膝
取
.

〒̂
y:
丨
*.
を
、
へ
同

賺
が
鼽
赞
所
得
を
.虫
ど
ず
多
限
灰
勞
働
为
於
.最
低
苒
坐
產
以
上
"の
.策
計
._

mを
給
ん
：^
:
本
可
能
なi

し
办
て：

い
る
を
&
を
明
示
じ 

る
。
し
知
^
匕
0
:親
象
が
最
初
に
辄
わ
.れ
烚
頃
ヒ
ば
兩
者
：の
»:
係
は
ま
：だ
ぞ
.れ
良
深
藝
な
も
吖
セ
は
な
く
、
tf
.し
石
被
服
費
.ぜ
住
軎
費
と
. 

の
間
に
相
當
め
逆
相
關
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
细
ち
昨
年
度
迄
の
‘東
京
故
資
料
で
は
、
各
時
點
及
び
各
階
級
に
つ
い
ス
飲
食
物
費
|

服

_ 

毀
、
諸

社

-*
固
定
費
及
び
.敎
養
M
樂
费
.と
租
m
公
課
の
各
々
.
.の
和
は
略
々
.一
定
の
割
合
を
保
づ
.て
い
た
の
で
.■あ
冬
0
こ
；.
の

名

と

は

高

所

得
 

者
の
頭
打
ち
^

所
得
俄
卬
栏
».
ず
名
過
剩
適
應
か
^
祐
_
造
的
抵
抗
や
の
移
符
鈦
意
味
：ず
.る
^

^
ぅ
、>
_初
0'
;
豫
_
を
裏
|
^
す
る
も 

の
で
あ
る
。
新
た
に
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
社
會
經
濟
狀
勢
の
下
に
、.
.勞
働
者
あ
る
い
は
給
料
生
活
者
と
し
、て
職
場
に
止
り
ぅ
；る
爲
の
S
少 

限
康
o
耐

久

消

費

財

玄

树

等

：取

.の
；̂
庭
§
8
合

せ

，
に

ば:.
&
再

建

し

光

ぅ

ど
.ず
;̂

過
.程
漱
プ
非
_

^

て
い
^
と
解
す
^
こ
と
が
-で
き
よ
う
。
. 

一

-

.

* 
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免

で
は
こ
の
國
民
生
活
の
再
建
過
程
を
内
容
づ
け
る
具
體
的
•な
坐
活
關
係
は
、
所
得
の
高
低
を
通
'じ
て
如
^
:ょ
ぅ
放
組
合
せ
*
.
な
し
つ
つ 

あ
る
必
で
’あ
る
か
。
更
に
又
そ
れ
は
咋一

一
五
年
度
に
お
い
て
、
朝
鮮
動
亂
そ
の
他
に
基
く
社
會
經
濟
狀
勢
の
變
化
に
ょ
り
如
何
な
る
影
#-

.
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後
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を
ぅ
け
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
で
あ
か
ぅ
か
。
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0

3
 

.

拙

稿
- !

最
傅
生
活
の
權
造
的
限
界」

.

勞
働
問
題
硏
.
究
雞
四
西
號
。

-

.

.

幕
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:

.

パ
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.
: 
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. ー；
:0
年
度
導
の
^
11
«
激
::
:
5
:
.
計
析
1>
て
:̂

五
举
度
靡
猶
民
生
麻
-̂
齋
測
^

^
お
す
れ
ば
^
先
に
指
摘
し
た
徵
税
の
^

^
を

—
^
除
外
す
' 

る
な
ら
ば
1

_
年
の
支
出
型
は
暫
く
殘
存
し
な
が
ら
今
や
が
て
坐
活
、の
新
し
い
#
組
が
完
成
す
る
§

れ
'て
頭
げ
ち
點
.に
ょ
I

斜
の
へ 

差

は

沐

馨

と

f

 (

翁

な

傾

斜

金

常

な

形1
.
9

單
純
な
支
出
續
線
へ
裏
近
し
て
ゆ
く/J

一

為

雞

ざ

記

■

レ
ぅ
。
又

現
にH

四
年
か
ら
ニ
五
年一

1

月
に
，わ
たi

る
東
京
都
の
資
料
を一

一
三
年
度
の
も
の
と
比
較
す
れ
.ば

、
'
頭

打

ち

點

以

上

の

部

分

の

傾

斜

は

漸

次
 

■增
加
し
、
頭
打
ち
.點
以
下
の
部
分
は
頭
打
ち
の
現
れ
ぬ
月
の
直
線
の
傾
斜
を
^
含
め
て
そ
の
方
向
を
低
下
す
る
傾
旬
ボ
認
め
，ら

.

れ
る
。
こ 

•五
年
fe
月
以
降
ゐ
階
級
別
資
料
は
未
だ
發
表
さ
れ
名
に
至
ら
な
い
が
、
名
い
わ
い
.

j

〇
月
ょ
り
0

• 

P 

• 

s

i

F

i 

I 

'

3

が

：
す

本

化

し
. 

て
實
收
入
階
級
別
の
全
國
的
家
計
資
料
が
利
用
可
能
- >
:

な
っ
た
の
で
、
以
下
こ
れ
に
ょ
っ
て
そ
の
後
の
經
過
を
迪
冬
こ
と
と
し
±:
.ぅ
0 

.，艺
;*
■

塞

^
.

1

:月
篇
#
必

卷

都

-
^
^
双

界

龙

都

市

序

狗

に

海
 

ク
れ
も
動
亂
勃
發
.の
前
後
迄
.は
.五
八
^
內
外
に
落
着
，

s

て
い
た
も
の
が
、
八
月
に
至
っ
て

一
擧
六 

一I
.

六 

一一̂
に
增
大
し
、
九
月
も
各
五

.
 

九
^
と

奢

。
.一
〇
月
か
ら
は
德
本
の
抽
出
が
變
更
さ
れ
た
爲
か
五
四
い
五
六
^
と
減
少
す
る
が
、-

念Q

爲
め
飮
食
物
費
總
額
に
對
す
る
. 

主
食
の
f

取
っ
て
み
.る
と
、
八
r
九
月
の
.增
大
が
主
と
し
て
非
主
食
へ
の
次
出
增
大
に
依
存
ん
た
傾
向
は
一
〇
丨
一
一
月
.に
も
そ
の
ま 

ま
認
め
ら
啪
る
。
こ
の
間
生
食
の
値
下
り
に
ょ
っ
て
副
食
そ
の
他
へ
の
氣
好
が
增
し
た
と
は
如
何
に
も
想
宛
し
が
た
い
か
ら
、
こ
れ
i
當 

,

;

職
後
わ
が
_
说
€
沾
.の
變
動
過
程
.
‘ 

く
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第 1 表

S 3雒 6 月货灾出階鉍別家計纽#丨灾川削合

階 故 別

伽 6000 8000 10000 12000 14000 ^|l600b 18000 20000 22000
v-24000

*  划 000
-6000 -8000

，

-10000 -12000 -14000 -16000 ~ 1 _ -2 0 0 0 0 -22000 *以上

世: m 數 7 衰0 _ _74 3 1 -
2

虫 食 物 8 8 .1 4 2 9 4 7 |  3 5 .9 4 2 4 .2 0 3 2 .6 1 , 3 郎邮 2 9 ；2 8 1 3 .9 8

副 僉 物 2 8 .如 2 2 . 4 9  1 9 .5 0 2 1 ,0 1 1 4 .8 8 1宕.9 9 7 ,4 2 7 .1 6

調.、.味'..：.料 17.6^1 1 6 .1 6  l g . 9 4 1 2 .5 1 1 2 .8 0 1 2 - 2 4 6 .9 9 8 .8 0 9 ,6 9

it • •居 1 .7 6 2 . 1 4 m g .9 1 夂2 7 llM | 6 . 9 2 1 6 .6 7 3 .6 1

光 熱 8 .6 7 3 .0 2 2 . 5 3 %U 輝 .猶 0 .9 3 0 .9 1 0 .8 0

被 服 4 .^ 4 6 .8 9 4 .8 0 ^ 9 .5 4 9 ,6 9
中::'.:
1 1 .2 0 1 L 8 1 場 1 3 , 7 4

敎吉•交際 6 .1 0 5 ,6 5 8 ,1 9 5 4 7 3 .6 5 3 .4 5 8 ,0 2 1 4 .7 4

•保齩•租稅.

交通•通信
1 1 .4 ^ 1 2 .1 3

i ■
1 1 .1 6 ;  1 8 .6 2 ]  1 0 ,6 6

■
6 .6 3

..ィ:...: :，
1 0 ,1 1 2 4 .7 7 3 5 .6 8

冬 の 他 2 .2 1 3 .1 0 2 .8 1 胸 4 .8 6 8 .1 9
' •

0 ,8 8 4 ‘4 3 0 .7 7

• 第 2 表 ， < :
U  ¥  % 月赏支出階級別名■家許頌「4友出割合

階 級 別
4000 6000 : 8000 1000D 12000 14000 16000；

* •' 

18000 20000 22000 24000.-̂6000 -8000 -10000 -12000 ニ14000 -16000 —18000 -20000 42000 -24000 以上

世 帶 数 3 8 v23 9 6 4 4 1
主 食 36.85 26.39 89.58 26,90 23.91 22.46 21.88 14.77 IS.71 15.26 11.21
副 食 物 80.50 25.89 20.71 18.64 16.91 18.39 14,82 1泣69 14.05 17.12 12.36

調 味 料 15.31 16.80 15,71 1408 14.71 15.50 15.87 11.雜 11.71 10.86 8.82

仕 M 2.57 1.84 1.89 ?,76 2.05 0.91 10.63 2.48 4.42
本’1

8.07 18:79

光 熱 6.86 7.83 5,91 -6.45 4.49 5-63 4.76 3.78 3,22 ■ 5 S.19

被 : 興 : .、一 . V，
■ V.

2.54 2.94 4.S0 -5.58 5.09 6.16
*
13.22 8.83 11.65

*■.

1426

教育•交際 8,90 5.55 7.X5 9.X9 7.36; 10.25 6.90 6.49 9.06 13.14 1 .̂87
： 保險-租税 
交通•通信 8.03 1爾 1472: i m 1S.68 18.95 20.36 38.45133.68 15.84 15ぶ6
そ の 他 ■ 0.98 き 1.89 郷 3.81 江93 0,62 1.90 1.42

八 .丨 :
6.11 9,83
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圓
に
移
動
し
た
の
.は
版
人
支
出
の
階
級
差
の
み
に
よ
^
も
-CD
.
.で
な
い
こ
と
は
別
の
作
圖
か
ら
證
明
で
き
る
と
は
い
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一
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飲
食
物
独
八
〇
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支
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階
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四
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城
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こ
の
點
以
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部
分
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た
た
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。
更
に
下
部
の
傾
斜
減
少
：も
ほ
と
ん
ど
收
入
階
^

#
と
平
行
と
な
り
、
し
か
- >
そ
の」

點
の
實
收
人
4
ハ
〇
0

〇
|

七

〇

〇
.0
圓
が
職
安
に 

お
け
る
.
H屈
の
ニ
.五—

三
〇
m

分
手
取
り
額
に
略
々
一
致
す
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
.お
け
る
飲
食
物
費
四
六
〇
0

丨
四
八
〇
0

圓
に
相
當
す 

る
攝
取
ヵ
ロ
リ

ー
量
を
別
の
調
査
を
參
.照
し
て
求
め
た
値
が
一
、
七
〇
〇
丨
一
、
,八
0

0
ヵ
'ロ
リ
ー
に
す
ぎ
な
.い
こ
と
‘と

も

考

え

合

せ

る 

'な
ら
ば
、■'
こ
れ
が
敗
戰
當
初
に
観
察
さ
れ
た
赞
的
抵
抗
線
.：に

該

當

す

る

も
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あ
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も
§

沛

場

：に

止

り

ぅ

：
る
；爲

め

ギ

リ

ギ

夂

に
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要
な
家
計
.支
掛
の
型
を
、：

.實
歌
入
と
の
關
係
必
It
な
.れ
て
も
維
持
し
よ
ぅ
と
す
る
危
機
的
：
 

な
抵
抗
を
示
し
"
こ
の
枠
組
の
^

g

は
'こ

の
供
: #

に
は
；勞
働
市
:#
か
ら
^
臉

落

が

家

庭

の

，浮

浪

_
と
を
意
味
す
.る
も
：の
な
の
で
あ
.る
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今
同
は
ま
だ
ど
の
.抵
抗
が
：
,v
>
め
ゆ
冬
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ぞ

ル

法

則

：ぬ
.停
'止
：
を̂

た
ら
一
す
迄
に
は
到
つ
^

寶
却
よ
り
貯
金
引
出
し
友
び
衛
人
金
：に
樣
り
：つ
つ
あ
名
0〈

し
か
七
こ
：の
後
:#
は
同
^
實
收
入
以
外
收
入
中
前
月
か
ら
の
.繰

越

金

が

乙

.
の

部 

分
で
急
激
に
增
大
す
る
こ
と
と
考
え
合
せ
る
ふ
き
ノ
低
所
得
階
級
の
月
收
が
極
め
.て
不
安
定
で
.あ
る
こ
と
も
ま
た

そ
の
原
因
の
：
一
つ
で
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.名
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J

と
を
示
す
に
充
分
で
あ
る
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く
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ぃ
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■

曲

折

を

遲

し

■
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た
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り
新
た
に
加
免
•ら
れ
始
め
た
環
境
變
化
の
本
質
を
要
約
す
る
な
ら
•ば
、
結
局
租
税
及
び
そ
の
他
社
會
固
定
鱟
の
質
的
量
的
灸
變
化
と
、：
そ
. 

れ
：ら
を
.も
含
め
'て
卷
象
計
嚳
の
覘
«-
增

大

：に

起

因

：す

洛

實

質

所
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苒
低
下
ー
で
炎
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^
输
論
贫
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を
.え

灰
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め
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發
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に
琪
*
れ
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飲
食
:#
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費
支
出
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打
方
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強
行
が
敎
養
娛
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費
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&
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第
に
こ
れ
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耐
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費
財
へ
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の
支
出
に
も
喰
.い
と
み
始
め
、
他
方
先
ず再
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成
め
中
核
と
な
つ

た
被
服
費
の
外
に
ぎ
や
が
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居
i

p

.
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丨 第 3 表

支出總額（除祖税：）に對する'飲食扣费涔
第 4. 表
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飲炎物樂 

企都市
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六大都市

25̂ iv l ；i r 40
• % 

39

. ‘2月 43 41

3月 44 -43

4月 43 ' 43 •

BB 42 40
6月 43 40

7月 40 • 38

8月 40 39

9月 87

10月， 38 85

.11月 38 37
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_ふ卜

嵌金杨敦
% .

大 都

虫食多

市

Calory

卿 m 58 58 23 m i
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3方 M 57 ; 讓 5 フ 1徽
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66 56 - 2 4  ：" 18(51

6月 58, 68 ::'厲ゾ 1300 ：

6月 68 68 、 ；23 1297

7月 B7 : 2 2 1210

、 ’ 8月 6 1： 62 M 132?

. 9月 59 59 釘 1只邸

10月 56 54 ' 19 1写07

11月 65 64' go 聊
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.
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兩
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し
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參
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來
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す
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れ
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塑
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定
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岑
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。
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.
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■
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■
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さ
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弾
力
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を
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簾
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滞
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